	陳　　　　情　　　　書

	件　　名
	奥山の杜クリーンセンター法面崩壊箇所災害復旧工事の件

	陳情趣旨
	　平成30年7月12日、奥山の杜クリーンセンター建設地の北側敷地境界付近において発生した大規模な地すべりについて、浜松市は、事業者である株式会社ミダックに対し、災害復旧工事の内容を明らかにすると共に、工事内容が現地の地盤状況を適正に反映したものであるかを精査し、安全な対策工事を行うよう災害復旧工事の見直しを求める行政指導を行うことを求めます。

	陳情理由
	平成30年7月12日、処分場施設内で大規模な地すべりが発生しました。そして、浜松市は、「同様の自然災害が発生した場合、当該計画処理施設により付け替えを予定している立板川が埋まることになる他、施設南側法面下には洪水調整池や水処理施設があり、当該計画処理施設への影響が懸念される」と述べ、株式会社ミダックに対し、今回の地すべりに対する適正な復旧方法に加え、処分場に対する影響やその他の箇所についても確認を実施し、報告するよう求めております。また、平成30年7月18日付け『打合せ要旨報告』で、「状況によっては災害防止策の措置命令を出す可能性がある。土砂崩落の範囲と対策等については、三嶽鉱山㈲と㈱田中建設の間で解決されるのが望ましいと考える。」等と隣接地に配慮した上での安全性が確保された災害復旧工事を講じるよう求めております。

しかしながら、実際には株式会社ミダックからは災害復旧工事であるにもかかわらず、対策工事の具体的な内容については周辺住民や隣接地を所有する株式会社田中建設にも明らかにされておりません。また、実際の工事範囲は、あくまで株式会社ミダックの所有する敷地内のみとし、法定外公共物である里道や隣接する株式会社田中建設の土地は含まれておりません。その上、工事内容は、斜面の崩壊箇所にモルタル吹付工のみであり、地盤状況や崩壊原因を適正に反映した対策工事とは言い難い内容となっており、安全性が担保されておりません。
陳情者をはじめとする奥山地区環境保全対策協議会としては、株式会社ミダックの上記対応に非常に憂慮し、反対しております。
したがって、陳情の趣旨の通り、現在の災害復旧工事の内容を明らかにするとともに、安全な対策工事を行うよう災害復旧工事の見直しを求める行政指導をお願い致します。

	陳情者
	住所
	浜松市北区引佐町奥山

	
	氏名
	　　　 eq \o\ac(◯,印)　　　　外７人　一団体

	
	電話
	　

	　　　令和２年６月15　　日

　　　　　　　　　　　　　　　（あて先）浜松市議会議長　　　　　　　　　　　　　　　　


